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市政だより 一一人口の動き

4月1日現在 前月比

人口計 65，612-407 
男 31，498-261
女 34，114-146

世帯数 18，928ー 2 
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大村を四季の花でかざり、市民の心がなごむ豊かな町にしようと 4月11日、 12日の2日問、

市立図書館よ乙の広場で第2回大村花のフェスティパJレが行われました。

乙の催しは、市民憲章を実践しようと、商工会議所青年部(富永和博会長、会員85人)が中

心となって行ったもので、 美しい花にか乙まれたわがふるさとと言える町にしようとはりきっ

ています。
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りおおむ市政だより(3) 
(2) 

1 I 

、‘.• tu 
れきを湾、本立大

本
市
の
公
共
下
水
道

事
業
は
、
大
村
湾
の
水

質
汚
濁
防
止
と
生
活
環

境
の
整
備
を
目
的
と
し

て
、
全
体
計
画
千
九
百

七
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

整
備
面
積
を
目
標
と
す

る
基
本
計
画
を
策
定
、

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
、

事
業
に
着
手
し
、
昭
和

六
十
年
度
末
に
は
第
一

期
計
画
の
七
百
六
十
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
を

め
ざ
し
て
管
渠
の
整
備

な
ど
事
業
の
推
進
を
は

か
つ
て
き
ま
し
た
。
昭

和
五
十
五
年
度
末
で
は
払

ー
ト
ル
の
汚
水
管
及
び
約
一
万
メ

r--鳴軍F

ー
ト
ル
の
雨
水
管
の
布
設
を
完
了

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
終

末
処
理
場
で
あ
る
浄

水
管
理
セ
ン
タ
ー
及

通水式でメインスイッチをおす戸島市長

処

四
月
一
日
に
告
示

し
、
四
月
十
五
日
か

ら
処
理
開
始
し
た
区

域
は
東
三
城
町
、
西

三
城
町
、
水
主
町
の

全
部
、
玖
島
郷
、
片

町
、
東
本
町
、
西
本

水
洗
便
所
に
改
造
し
ま
し
ょ
う

公
共
下
水
道
の
施
設
が
整
備
さ

れ
、
処
理
区
域
と
し
て
告
示
さ
れ

て
か
ら
三
年
以
内
に
汲
取
り
便
所

を
水
洗
便
所
に
切
り
替
え
る
よ
う

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
告
示
さ
れ
た
処
理
区
域

内
の
新
築
家
匡
は
、
す
べ
て
水
洗

便
所
で
な
け
れ
ば
建
築
認
可
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
清
潔
で
、
快
適
に
利
用

び
大
村
ポ
ン
プ
場
の
完
成
に
よ
り

三
月
三
十
日
に
通
水
式
を
行
っ
て

運
転
が
開
始
さ
れ
、
四
月
十
五
日

か
ら
汚
水
の
処
理
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

理

開

始

区

域

町
、
武
部
郷
、
乾
馬
場
郷
、
杭
出

津
一
丁
目
、
松
山
町
、
協
和
町
松

並
二
丁
目
、
森
園
町
、
杭
出
津
郷

の
各
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
水
洗
便
所
に
早
く
改
造
し

古
品
、
し
ょ
，
っ
。

貸
村
金
制
度
を

ご
利
用
下
さ
い

汲
取
り
便
所
を
と
り
こ
わ
し
、

水
洗
便
所
に
改
造
さ
れ
る
場
合
は

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
ご

利
用
下
さ
い
。

こ
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市

が
指
定
し
た
工
事
指
定
居
に
工
事

の
依
頼
を
す
れ
ば
、
あ
な
た
に
代

っ
て
し
て
く
れ
ま
す
。

タ

〔
融
資
あ
っ
せ
ん
額
〕

便
槽
一
カ
所
に
つ
き
五
万
円

t

三
十
万
円

〔
貸
付
利
率
〕

無
利
子

〔
償
還
方
法
〕

融
資
を
受
け
た
月
の
翌
月
か
ら

五
十
カ
月
以
内
、
毎
月
五
千
円

を
下
ら
な
い
額
の
元
利
均
等
償

還
〔
連
帯
保
証
人
が
必
要
〕

連
帯
保
証
人
の
要
件
は
、
市
内

に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を
営

み
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

や
市
内
に
家
屋
ま
た
は
土
地
を

所
有
し
て
い
る
人
、
そ
の
他
市

長
が
適
当
と
認
め
る
人
な
ど

ンセ理管7.1< j争

エアーレーションタンク

一

施

設

見

学

会

へ

ど

う

ぞ

一

一
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
(
下
水
期
間
五
月
一
日

t
二
十
九
日
一

一
道
終
末
処
理
場
)
で
は
、
一
部
ま
で
(
土
曜
、
日
曜
、
祭
日
一

一

処

理

開

始

に

伴

い

、

下

水

道

に

を

際

く

)

一

一
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
申
込
方
法
浄
水
管
理
セ
ン
タ
一

一
く
た
め
施
設
見
学
会
を
行
い
ま

l

(
曾
④
|
一
ニ
一
一

O
)
へ
一

一
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み
電
話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
一

一

下

さ

い

。

※

電

話

番

号

が

変

更

に

な

り

ま

一

一

な

お

、

車

い

す

で

の

見

学

も

し

た

。

一

一

で

き

る

よ

う

に

し

て

い

ま

す

。

-
室

下水道についてのお問合せは

下水道業務課へ

イ乍操央中

一

工

事

は

必

ず

一

市

の

指

定

業

者

で

ノ

一

一
排
水
設
備
な
ど
の
工
事
は
、
め
い
っ
さ
い
の
手
続
き
を
あ
な
一

一
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
等
工
た
に
代
っ
て
し
て
く
れ
ま
す
。
一

一
事
指
定
庖
で
な
け
れ
ば
施
工
で
ま
た
、
便
器
な
ど
に
つ
い
て
一

一

き

ま

せ

ん

。

も

指

定

居

と

ど

相

談

の

う

え

、

一

一
工
事
指
定
庖
へ
工
事
の
依
頼
ご
家
庭
に
あ
っ
た
も
の
を
お
選
一

一

を

す

れ

ば

、

融

資

あ

っ

旋

を

含

び

下

さ

い

。

一

一
五
@
品
暗
躍
陪
情
直
「
一
調
二

一
一
指
一
③
工
事
及
び
融
資
あ
っ
旋
決
定
通
知
書
一
時
一
一

ι

一

一

喜

一

小

I
l
l
i
-
-
-
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
ー
ー
ー
ー
ー
て
ユ
一
.

ご
す
工
慢
げ
円
|
|
|
一
三

一

頼

工

一

/

/

¥

一

依

一

一

/

/

¥

-

一

圭

一

/

/

¥

一

工

芸

一

/

¥

ン

-

一

一

、

¥

汐

/

-

一
①
④
↑

i

九
¥
丸
一
パ
グ
一

ね
て
ダ
歩
一

一

③

¥

ぷ

ロ

舎

一

-

l
l

汁

¥

」

必

烏

ケ

⑤

-

寸

叫

」

一

一
一
主
一

F

ぬ
)
/
“
一
朝
一
一

一

;

一

一

融

一

-

-

-

-

h

-

ι

-

，
 

一

一

一

扱

一

一

一

一

施

一

一

取

一

一



りおおむ市政だより昭和58年 5月 1日
111 11 11 1111 111 1 111 11 11 11 111111 11 11 11 1111 111111111 1111111111111111111 11111 1IIIIIIIIIIIIII¥IIIIIImlllllllllllllll 11111 111 11111 

(4) 

行
政
相
談
委
員
巳

お
気
軽
に
ご
相
談
を

3
氏

に

委

嘱

状

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
次
の

人
が
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
@

@
北
野
松
代
さ
ん

(
東
本
町
二
七
九
、
曾

@
l二

六
五
三
〉

@
江
白
書
芳
さ
ん

-
(
皆
同
郷
五
二
六
、
宮

@
l二

枝

垂

桜

よ

り
六
五

O
)

@
松
本
健
次
さ
ん

(
武
部
郷
六
ニ
ニ

l
四
、
雷
③

ー

o一
五
五
)

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・

市
・
公
社
な
ど
の
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
、
ど
う
も
納
得
が
で
き
な

い
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

足

早

く

ぃ
、
早
く
や
っ
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
よ
う
な
苦
情
や
要
望
、
質

問
な
ど
お
持
ち
の
方
の
相
談
相
手

と
な
り
、
皆
怠
ん
の
身
に
な
っ
て

お
世
話
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す。
相
談
は
自
宅
相
談
の
ほ
か
、
毎

月
第
二
木
曜
日
に
市
民
相
談
コ
ー

ナ
ー
(
市
役
所
広
報
公
聴
課
内
)

で
定
例
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

角

館

の

オ

オ

ム

ラ

ザ

ク

ラ

が

咲

く

E-21 
•• p j 

毛主l

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

姉妹都市の秋田県角館町に植樹

されているオオムラザクラがソメ

イヨシノより一足早く咲き、町民

されまいと，思ったのか. 4月10日

頃から咲きはじめたもので、友好

の間で話題となっています。角館

の桜は毎年ゴーJレテeンウィークが

見頃ですが、大村の桜にとりの乙

の花lζ角館町民も大喜乙びです。

天

正

遺

欧

少

年

使

節

。
長
崎
出
港

一
五
八
二
年
二
月
二
十
日

(邦
暦
天
正
十
年
一
月
十
八
日
)

い
よ
い
よ
使
節
一
行
の
ロ

l
マ

旅
立
ち
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

乗
り
込
む
船
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル

人
イ
グ
ナ
シ
ョ
・
リ
マ
の
所
有

す
る
船
で
す
。

現
在
、
長
崎
県
庁
が
建
つ
場

所
は
、
諏
訪
神
社
附
近
か
ら
は

じ
ま
っ
た
岬
の
先
端
に
あ
た
り

か
つ
て
乙
乙
に
は
イ
エ
ズ
ス
会

の
本
部
が
置
か
れ
、
巨
大
な
和

風
建
築
の
タ
岬
の
教
会
p

が
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
沖

に
停
泊
し
た
リ
マ
の
船
は
、
多

数
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
か
ら
の

盛
大
な
見
送
り
を
う
け
、
長
崎

港
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

@
記
録

当
時
の
船
は
約
一
千
ト
ン
ほ

ど
の
規
模
を
も
ち
、
ま
た
帆
船

で
し
た
の
で
、

冬
場
、
太
陸
か

ら
海
洋
に
向
け
て
吹
く
季
節
風

を
利
用
し
て
日
本
を
離
れ
、
ま

た
夏
の
逆
風
に
の
っ
て
日
本
に

向
か
う
訳
で
す
か
ら
、
現
在
の

よ
う
に
い
つ
で
も
航
海
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

従
っ

て
、
長
崎
出
港
が
二
月、

後
に
ふ
れ
る
日
本
帰
国
が
七
月

と
い
う
時
期
も
、

4

風
が
な
せ

る
わ
ざ
p

だ
っ
た
の
で
す
。

船
は
、
最
初
の
寄
港
地
マ

カ

オ
に
向
け
て
快
適
な
航
海
を
続

け
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
つ

か
の
間
、

三
日
白
か
ら
は
、
東

シ
ナ
海
の
暴
風
に
船
は
荒
海
の

木
の
葉
と
化
し
、
日
本
を
後
に

し
た
謹
雑
さ
と
、
未

知
の
国
へ
の
期
待
と

が
入
り
混
っ

た
四
少

年
を
、
一

気
に
現
実

に
ひ
き
も
ど
し
ま
し

た
。
そ
の
す
さ
ま
じ

さ
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

開港当時の長崎(想像図)

「長崎市制65年史」より

⑧ 

(
「
ダ
ニ
エ
ル
ロ
・
バ
ル
ト
リ

編
耶
蘇
会
史
」
)
。

「船
は

一
方
に
あ
る
い
は
他

方
に
傾
き
、
動
揺
極
め
て
大

き
く
、
甲
板
上
に
立
つ
乙
と

さ
え
困
難
で
あ
り
、

倒
れ
る

の
を
防
ぐ
た
め
身
体
を
手
す

り
、
ま
た
他
の
固
定
し
た
木

に
縛
り
つ
け
る
必
要
が
あ
っ

た
。
ま
た
胃
は
転
勤
し
て
少

し
も
食
物
を
と
る
こ
と
が
で

き
ず
、
海
上
に
な
れ
た
水
夫

に
い
た
る
ま
で
死
の
苦
し
み

を
味
わ
っ
た
。
そ
の
中
で
千

々
石
ミ
ゲ
ル

の
み
は
同
僚
よ

り
も
元
気
で
、
彼
等
を
か
ら

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
苦
難

は
五
昼
夜
続
き
、
そ
の
間
一

瞬
も
眼
を
閉
じ
て
眠
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
」

こ
の
よ
う
な
荒
波
と
の
闘
い

の
末
、
長
崎
を
出
て
か
ら
十
七

日
目
の
三
月
九
日
(
天
正
十
年

一
一
月
十
五
日
)
に
、
少
年
た
ち

に
と
っ
て
は
最
初
の
異
国
、
マ

カ
オ
に
着
岸
し
ま
し
た
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

空
力

ン
の
投
げ
捨
て
臥
や
め
ま
し
ょ
う

「難病患者などに | 

」見舞金を差し上げます」

市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
難

病
患
者
、
重
度
障
害
者
の
介
護
者

内
臓
機
能
障
害
者
に
見
舞
金
を
差

し
上
げ
ま
す
。

申
請
期
間
五
月
三
十
日
ま
で

申
請
先
福
祉
課

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

難
病
患
者
見
舞
金

金

額

二

万

円

疾
病
国
の
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
の
対
象
疾
患
ハ
ス
モ
ン
、

ベ
l
チ
エ
ッ
ト
病
、
重
症
筋
無

力
症
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト

l

デ
ス
、
多
発
性
硬
化
症
、
再
生

不
良
性
貧
血
、
サ
ル
コ
イ
ド
l

5月30日までに申請を

ジ
ス、

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

強
皮
症
・
皮
膚
筋
炎
及
び
多
発

性
筋
炎
、
特
発
性
血
小
板
減
少

性
柴
斑
病
、
結
節
性
動
脈
周
囲

炎
、
潰
一
場
性
大
腸
炎
、
大
動
脈

炎
症
候
群
、
ビ
ュ
ル
ガ
l
病、

天
喧
靖
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、

ク
ロ
ー
ン
病
、
難
治
性
肝
炎
の

う
ち
劇
症
肝
炎
、
悪
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
パ

l
キ
ン
ソ
ン
病
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
l
ジ
ス
、
後
縦
靭

帯
骨
化
症
)
及
び
国
の
小
児
慢

性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

対
象
疾
患

(
悪
性
新
生
物
、
慢

性
腎
疾
患
、
ぜ
ん
そ
く
、

慢
性

心
疾
患
、
内
分
泌
疾
患
、
腰
原

病
、
小
児
糖
尿
病
、
先
天
性
代

謝
異
常
、
血
友
病
な
ど
血
液
疾

患
〉

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人
本
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
、
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
現

在
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て

い
る
人
ま
た
は
そ
の
保
護
者

必
要
書
類
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
診
券
ま
た
は
現
在
治
療
中

で
あ
る
乙
と
が
確
認
で
き
る
診

断
書
、
住
民
票
の
写

重
度
障
害
者
介
護
見
舞
金

金
額
一
万
五
千
円

見
舞
金
を
受
り
ら
れ
る
人
本
市

に
住
所
を
有
し
、
そ
の
家
庭
に

在
宅
す
る
四
歳
以
上
の
障
害
者

で
身
体
障
害
の
程
度
等
級
の
一

級
、
二
級
に
該
当
す
る
重
度
の

身
体
障
害
者
(
児
)
(
聴
覚
及

び
内
臓
機
能
障
害
者
を
除
く
)

児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱

者
更
生
相
談
所
の
判
定
に
よ
る

重
度
の
精
神
薄
弱
者
(
児
)
の

食
事
、
入
浴
、
排
便
、
衣
服
の

着
が
え
な
ど
日
常
生
活
に
つ
い

て
介
護
を
し
て
い
る
人

必
要
書
類
住
民
票
の
写

O 

一
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

内
臓
機
能
障
害
者
見
舞
金

金
額
一
万
八
千
円

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人
四
月

一
日
現
在
、
市
内
に
引
続
き
一

年
以
上
居
住
す
る
人
で
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
人
工
区
門
を

施
術
し
て
い
る
人

必
要
書
類
住
民
票
の
写
、
診
断

書
※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

O 

O 

利
子
補
給
金
制
度
の
ご
利
用
を

市
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、

太
陽
熱
温
水
器
の
設
置
を
促
進
し

省
ェ
、
不
ル
ギ

l
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
こ
の
融
資
に
係
る
利
子

補
給
金
を
交
付
す
る
制
度
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
ご
利
用
下
さ
い
。

資
格
市
民
で
市
税
を
完
納
し
て

い
る
乙
と

交
付
の
対
象
市
内
に
設
置
す
る

住
宅
用
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、

太
陽
熱
温
水
器
に
係
る
融
資

利
子
補
給
の
額
四
月
一
日

t
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
払
い

込
ま
れ
た
利
子
総
額
(
延
滞
利

子
を
除
く
)
の
年
二
形
に
当
る

額
利
子
補
給
期
間
。
住
宅
用
ソ

l

ラ
i
シ
ス
テ
ム
H

融
資
を
受
け

た
日
か
ら
五
年
以
内

。
太
陽
熱
温
水
器
日
融
資
を
受
け

た
日
か
ら
二
年
以
内

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

日
年
度
予
算
は
れ
億
円
に

国
保

伸 2
びり

続

け

る

医

療

費

@
国
保
予
算
の
し
く
み

国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、

そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら

い
に
な
る
か
を
算
出
し
、
そ
れ

に
も
と
ず
い
て
国
か
ら
の
補
助

金
や
保
険
税
の
額
を
決
め
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

@
伸
び
続
け
る
医
療
費

本
市
の
国
保
の
医
療
費
も
毎

年
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

五
十
六
年
度
は
三
十
八
億
六
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

乙
の
う
ち
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
病
院
な
ど
に
か
か
ら
れ
た

と
き
三
割
分
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
残
り
の
七
割
分

は
国
保
(
市
)
が
負
担
す
る
乙
と

に
な
り
ま
す
。

@
国
保
予
算
の
内
訳

予
算
総
額
は
三
十
一

億
六
千

万
円
で
、
前
年
度
当
初
と
比
較

し
て
三
億
二
千
万
円
増
え
て
い

ま
す
。

歳
出
の
内
訳
は
、
九
六
・
七

労
が
医
療
費
の
支
払
い
や
高
額

療
養
費
、
助
産
、
葬
祭
費
の
支

給
に
要
す
る
保
険
給
付
費
で
、

あ
と
の
三

・
三
労
が
人
件
費
な

ど
の
経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
は
、

国
の
補
助

金
が
六
九
・
五
労
、
保
険
税
が

二
五
・
八
Mm
で
、
繰
入
金
や
そ

の
他
の
収
入
が
四
・
七
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

@
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

一
億
二
千
万
円

医
療
費
が
増
え
れ
ば
国
の
補

助
金
も
増
額
さ
れ
ま
す
が
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
国
保
税
も
な
お
増
額

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
市
と
し
て
は
少
し
で
も

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
に
、
一
般
会
計
か
ら
一

億
二

千
万
円
を
繰
入
れ
て
い
ま
す
。

一
世
帯
当
り
約
一
万
三
千
百
円

の
軽
減
を
図
る
乙
と
に
し
て
い

ま
す
。

O
国
保
税
納
め
て
安
心
わ
が
家

の
健
康

O
納
得
し
笑
顔
で
納
め
る
国
保

税
O
国
保
税
健
康
家
族
の
安
心
料

(
保
険
年
金
課
)



(6) りおおむ市政だより昭和56年 5月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

-

田

園

L
a
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!

J

a

，.，，，
e
f

，

一

一

談

一

1
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

l

一

一

}

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一

一

担

一

/μ
ぽ

ぱ

団

日

い

¥

一

一

一

行

政

相

談

一

日

時

五

月

二

十

日

一

一

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

午

前

十

時

!

午

後

三
時

一

一

日

時

五

月

十

四

日

一

不

動

産

相

談

目

一

一

一

午

前

九

時

三

十

分

t
正

午

(

毎

月

第

四

金

曜

日

〉

一

一

一

法

律

相

談

，

一

日

時

五

月

二

十

二

日

一

一

(

毎

月

第

三

水

曜

日

)

午
後
一

時

t
四

時

一

※

海

や

川

を

守

る

た

め

注
射
と
検
診
一

-
麻
し
ん
(
は
し
か
)

司
予
防
接
種

該
当
者

生
後
十
八
カ
月

l
三
十

六
カ
月
の
幼
児
が
対
象
で
す
が

六
歳
ま
で
の
幼
児
で
麻
し
ん
に

か
か
っ
た
乙
と
の
な
い
幼
児
、

ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
幼
児
(
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
に
限
る
)

接
種
料
金
無
料

接
種
方
法
個
人
接
種
(
該
当
者

が
直
接
医
院
へ
行
っ
て
接
種
を

受
け
る
)

接
種
医
院
松
井
医
院
(
久
原
郷

曾
③
|
六
六
二
四
)
寺
井
医
院

(
玖
島
町
、
富
③
|
三
五
七
四
)

松
尾
医
院
(
玖
島
町
、
雷
②
|

四
四
二
一
)
田
川
小
児
科
医
院

(
武
部
郷
、
曾
②
|
四

0
0
0
)

近
藤
医
院
(
武
部
郷
、
雷
@
l

二
五
二
七
〉
朝
長
医
院
(
杭
出

津
二
丁
目
、
電
④
l
五

O
O
O
)

上
田
医
院
〈
諏
訪
一
丁
目
、
雷

②
|
三
五

O
五
)
出
口
小
児
科

医
院
(
諏
訪
三
丁
目
、
雷
②
|

二
二
五
二
)
与
那
城
医
院
(
池

田
新
町
、
曾
③
l
五
五
七
五
)

沢
田
医
院
(
荒
瀬
郷
、
雷
⑤
|

七
六

O
三
)
今
回
内
科
医
院

(
桜
馬
場
二
丁
目
、
富
@
|
三

O
三
二
)
桝
本
医
院
(
大
川
田

町
、
雷
⑤
|
八
三
五
五
)
原
医

院
(
宮
小
路
一
丁
目
、
曾
⑤
|

八
四
二
七
)
牧
山
医
院
(
宮
小

路
二
丁
目
、
電
⑤
l
七
八
三
一
)

長
崎
医
院
(
寿
古
郷
、
電
⑤
|

八
六
一
五
)

接
種
目
主
月
一
日

i
六
月
三
十

日
ま
で
の
聞
に
指
定
さ
れ
た
各

医
院
で
行
い
ま
す
が
、
事
前
に

各
医
院
に
ど
相
談
下
さ
い
。

※
接
種
の
際
は
母
子
健
康
手
帳
を

ど
持
参
下
さ
い
。

※
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
と

前
後
約
一
カ
月
間
は
他
の
予
防

接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

医
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
へ

-5月
の
日
曜
・
祭
日

当
番
医
が
一
部
変
更

五
月
五
日
の
毛
利
医
院
が
楠
木

眼
科
(
東
本
町
、
雷
②
|
二
七
一

一
)
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

(
大
村
市
医
師
会
)

-1歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

対
象
昭
和
五
十
四
年
十
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
同
年
五
月

l
九
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時

五
月
八
日
、
十
二
日
、
二

十
九
日

午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室
(
八

目
、
十
二
日
)
、
第
二
会
議
室

(
二
十
九
日
)

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

-
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B
C
G
予
防

接
種

結
核
予
防

法
に
よ
り
小

学
校
就
学
前

の
乳
幼
児
を

対
象
と
し
て

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
、
四

歳
未
満
で
今
ま
で
一
回
も
受
け

て
な
い
乳
幼
児

料

金

無

料

※
当
日
は
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ

な
い
よ
う
ど
持
参
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

も

よ

お

し

-
母
と
子
の
読
書
座
談

A
S
A
 

市
立
図
書
館
で
は
、
小
学
生
と

お
母
さ
ん
を
対
象
に
読
書
座
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
同
じ
年
令
の
児

童
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
多
数
ど

参
加
下
さ
い
。

日
時
五
月
九
日
(
土
)

午
後
二
時

t
四
時

市
立
図
書
館

場
所

ツ反検査・ BCG接種目程

実施場所 |ツ匡検十接種|

L21zz 
諏訪公民舘

広 広
鈴田出張所

三浦出張所

竹松出叶広|ぷ
福重出張所

中地区公「 お| ぷ松原出張所

ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
検
査
及
び

B
C
G接
種

を
行
い
ま
す

粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

読
書
に
つ
い
て
児
童
の

求
め
る
こ
と
、
母
親
は
児
童
に

テ
ー
マ

何
を
希
望
す
る
か

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第

刊

回

例

会

日
時

五
月
十
九
日

F 

J 

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

市
民
会
館

人
形
劇
「
大
ど
ろ
ぼ
う
ホ

ツ
ツ
エ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
」

場
所

内
.，." 

曾

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

※
詳
し
く
は
子
ど
も
劇
場
事
務
局

(富
③
|
七

O
六
一ニ
)
へ

(
社
会
教
育
課
)

-
竹
松
駐
と
ん
地
創
立

伺
周
年
記
念
行
事

五
月
十
七
日
(
日
)

午
前
十
時
J
午
後
二
時

場
所
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
と
ん

日
時

午後2時.....，3時

地

時間

記
念
式
典
、
音
楽
隊
演
奏

ホ
l
ク
部
隊
の
紹
介
、
青
空
市

場
、
子
供
の
固
な
ど

※
雨
天
の
場
合
で
も
一
部
を
除
き

実
施
し
ま
す
。

内
n句"

骨
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募
-
市
奨
学
生

※ 

下
水
道

集

資
格
。
市
民
ま
た
は
そ
の
子
供

で
高
校
、
国
立
高
等
専
門
学
校

に
在
学
中
の
人

。
学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も

健
廉
な
人

。
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

。
日
本
育
英
会
、
そ
の
他
そ
れ
ら

に
類
す
る
団
体
か
ら
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

貸
与
月
額
七
千
円

募
集
期
間
五
月
一
日

t
三
十
日

申
込
方
法
出
願
書
類
は
教
育
委

員
会
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
の
で

在
学
校
長
を
経
由
し
て
提
出
し

りおおむ

(ゐlaみ参磯
最イ@公E

市政だより(7) 

住
み
よ
い
町
の

(
基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
)

1
.，
‘
，
‘
・
1
t
‘
・
!
t
‘
t
-
-
l
・
t
・
-
l
、・
!
t
、
t
、
t
、
・
!
・
t
t
‘
・
1
t
‘
・
!
・
!
・
J

一

大

村

花

ま

つ

り

一

一

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

一

一
「
海
上
空
港
の
あ
る
花
と
史
。
白
黒
プ
リ
ン
ト
H
四
切
に
限

一

-

跡

の

ま

ち

・

お

お

む

ら

」

を

テ

る

一

一
l
マ
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
。
カ
ラ
l
ス
ラ
イ
ド
H
大
き
さ
一

一
施
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
制
限
な

し

一

一
力
作
を
ど
応
募
下

さ

い

。

応

募

締

切

六

月

三

十

日

一

一
撮
影
対
象
市
内
の
花
(
さ
く
審
査
主
催
者
で
審
査

一

一
ら
、
つ
つ
じ
、
花
し
よ
う
ぷ
)

発

表

八

月

上

旬

一

一

と

史

跡
ほ
か
観
光
用
と
し
て

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
ま
一

一

使

え

る

も

の

た

は

大

村

観
光
協
会

(曾
②

-

一

種

類

・

サ

イ

ズ

|

三

六

O
五

)

へ

一

て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
教
委
庶
務
課
へ

史
料
館
で
は
毎
月
二
回
、
大
村

史
話
を
読
む
会
を
聞
い
て
い
ま
す

が
、
大
村
の
歴
史
を
平
易
な
解
説

に
よ
っ
て
学
習
し
ま
す
。

参
加
資

格
は
間
い
ま
せ
ん
の
で
、
ふ
る
つ

て
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時

毎
月
第
二・

第
四
水
曜

(
午
前
十
時
1
十
一
時
三
十
分
)

場

所

市

立
図
書
館
会
議
室

講
師

久
田
松
和
則
さ
ん
(
史
料

館
専
門
員
)

申
込
方
法

五
月
二
十
日
ま
で
に

市
立
史
料
館

(曾
③
i
一
九
七

九
)
へ
ど
連
絡
下
さ
い。

圃
国
税
専
門
官
(
大
学

卒
業
程
度
)

受
験
資
格

昭
和
二
十
九
年
四
月

二
日
1
三
十
五
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

受
験
申
込
期
間

五
月
十
四
日
i

二
十
二
日
ま
で

試

験

〔

日
時
〕
七
月
十

一日、

十
二
日
〔
場
所
〕
第

一
薬
科

大
学
(
福
岡
市
南
区
玉
川
町
)

ピ〉

-
大
村
史
話
を
読
む
会

会
員

〔
種
目
〕
教
養
、
専
門

※
詳
し
く
は
福
岡
国
税
局
、
お
近

く
の
税
務
署
、
各
大
学
の
就
職

担
当
課
へ

(税
務
課
)

一

国

際

障

害

者

年

一

一

S
完
全
参
加
と
平
等

S

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一
@

在

宅

重

度

障

害

生

活

改
築
計
画
図
、
工
事
費
見
積

一

一

環

境

改

善

制

度

書
、
増
改
築
の
見
取
図
を
持

一

参
し
て
福
祉
課
へ

一

'

市
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者

※
詳
し
く
は
福
祉
課

へ

一

一
家
族
の
介
護
の
負
担
を
軽
減
す

一
る
た
め
、
住
宅
の
改
造
を
行
う

。

。

。

一

一
場
合
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

一

一
対
象
者

本
市
に
居
住
す
る
身

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

一

一

体
障
害
者
手
帳
(
て

二

級
)

日

百

五
月
十
六
日

(土
)

一

一

所
持
者

午
後

一
時
土
一
一
時
一

一
対
象
と
な
る
改
善

便
所
の
便

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

一

一

器

・
手
す
り
の
据
え
付
け、

G

O

O

-

-

浴
室
の
増
改
築
、
炊
事
場
の

一

改
造
、
玄
関

・
廊

下

の

改

造

⑤

障

害

者

へ

の

エ

チ

ケ

一

~

i

s

 

-

そ

の
他
特
に
必
要
と
認
め
ら

ジ
卜

U

一

れ
る
改
造

一

一
助
成
限
度
額

四

十

万

円

以

内

障

害
者
の
お
手
伝
い
を
す
る

一

一
※
た
だ
し
、

四
分
の一

は
受
益

と
き
は
、
ま
ず
戸
を
か
け
る
こ
一

一

者
の
負

と
が
大
切
で
す

。

一

一

、

wp'
担

で

す

黙

っ
て
い
き
な
り
身
体
に
触
れ
一

一

A
y
r

-、
申
込
方
法

た
り
、
車
い
す
を
押
し
た
り
す
一

E

A
日

r
司

-

一

E
F
Wデ
六
月
三
る
の
は
失
礼
で
も
あ
り
、
相
手

一

一

‘

司

-

十
日
ま

を
驚
か
せ
た
り
す
る
こ
と
に
な
一

一

d
u
u
u一

で
に
増
り
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ

-
陸
よ
競
技
教
室

期
間
五
月
十
六
日

t
六
月
二
十

七
日
(
毎
週
土
曜
、
午
後
二
時

t
五
時
)

場
所
市
営
陸
上
競
技
場

対
象
小
中
学
生
、
中
高
令
者

定
員
五
十
人
程
度

内
容
年
令
別
、
種
目
別
指
導

参
加
費
無
料

申
込
方
法
五
月
十
四
日
ま
で
に

傷
害
保
険
加
入
金
(
小
中
学
生

三
百
四
十
円
、
大
人
六
百
八
十

円
)
を
添
え
て
直
接
教
育
委
員

会
体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
大
村
市
陸
上
競
技
協
会

-
小
学
生
初
心
者
柔
道

教
室

期
間
五
月
九
日

t
七
月
十
一
日

ま
で
(
毎
週
土
曜
、
午
後
五
時

三
十
分

t
七
時
三
十
分
)

場
所
市
武
道
館

定
員
四
十
人
程
度

指
導
者
大
村
市
柔
道
協
会
員

参
加
費
無
料

申
込
方
法
五
月
八
日
ま
で
に
傷

害
保
険
加
入
金
(
三
百
四
十
円
)

を
添
え
て
直
接
教
育
委
員
会
体

(
郡
中
二
年
)

〔
五
キ
ロ
H
健
康
マ
ラ
ソ
ン
〕

①
硯
石
京
次
②
菅
原
知
洋
③
浦
忠

男
④
山
口
勝
也
⑤
谷
村
三
男

〔
+
キ
ロ
H

競
走
マ
ラ
ソ
ン
〕

①
富
永
栄
二
②
鳥
越
清
司
③
山
崎

義
人
④
村
山
勝
也
@
新
地
秀
男

育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

主
管
大
村
市
柔
道
協
会

-
第

6
回
さ
く
ら
マ
ラ

ソ
ン
大
会
成
績

第
六
回
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

(
市
教
育
委
員
会
主
催
)
は
四
月

十
二
日
、
萱
瀬
小
学
校
を
基
点
と

し
た
鬼
橋
、
今
富
方
面
の
コ

l
ス

で
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
百
六
十
九
人
が
参
加
、
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

〔
ニ
キ
ロ
H

小
学
生
、
全
女
子
〕

①
浦
田
嘉
明
(
西
小
六
年
)
@
三

岳
和
裕
(
大
小

六
年
)
③
田
添

信
樹
(
萱
小
五

年
)
④
久
保
光

弘
(
萱
小
六
年
)

⑤
原
田
成
輝

(
三
域
小
六
年
)

〔
三
キ
ロ
H
中

学
生
〕

①
中
川
内
武

〈
西
中
三
年
)

②
一
瀬
永
充

(
西
中
一
年
)

③
上
野
幸
男

(
西
中
三
年
)

④
橋
本
真
人

(
玖
中
一
年
)

@
菅
野
谷
正
則

-
健
康
つ
く
り
ス
ポ
ー

ツ
デ

l
(春
季
)

あ
な
た
の
体
力
年
令
を
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
県
立
ス
ポ
ー
ツ
研

究
指
導
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
体
力

テ
ス
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

家
族
そ

ろ
っ
て
気
軽
に
ど
参
加
下
さ
い
。

※ 

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
グ

献
血
車
巡
回
日

日
時

五
月
十
七
日
(
日
〉
午
前

十
時

t
正
午
、
雨
天
中
止

場
所

県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
(
諌
早
市
〉

〔
壮
年
体
力
テ
ス
ト
〕
一
二

十

t
五
十
九
歳
の
健
康
な
男
女

〔
老
人
体
力
テ
ス
ト
〕
六
十
歳

以
上
の
健
康
な
男
女

※
午
後
は
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま

す。

内
r・3
合

申
込
方
法
住
所
、
氏
名
、
年
令

性
別
を
ハ
ガ
キ
去
た
は
電
話
で

県
立
ス
ポ
ー
ツ
指
導
セ
ン
タ
ー

(
諌
早
市
宇
都
町
二
ハ
|
一
二

曾
諌
早
②
|
O
七
五
五
)
へ

※
当
日
参
加
も
受
付
け
ま
す
。

169人が参加

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
、

傷
害

保
険
料
一
人
十
円
を
当
日
ど
用

意
下
さ
い
)

-
少
林
寺
拳
法
教
室

さくらマラソン

五
月
六
日

t
二
十
九
日
ま

で
(
毎
週
月
曜
、
水
曜
、
金
曜

午
後
六
時
三
十
分

l
八
時
)

期
間

対場
象所

市
武
道
館

青
少
年
男
女
、

般

参
加
費
無
料

主
催
・
申
込
先
少
林
寺
拳
法
大

村
道
院
(
雷
④
|
O
七
四
一
)

後

援

市

教
育
委
員
会

5
月
幻
自

市
役
所
玄
関
前

歳

時

記

愛

鳥

週

間

五
月
十
日
か
ら
一
週
間
は
愛
繁
殖
す
る
烏
た
ち
の
ラ
プ
・
コ

・
鳥
週
間
。
パ

l
ド
・
ウ
ィ
ー
ク

i
ル
も
さ
か
ん
に
聞
か
れ
ま
す
一

九
と
も
い
い
ま
す
が
、
自
然
環
境
そ
れ
に
、
乙
の
季
節
は
、
落
「

の
よ
し
あ
し
を
は
か
る
ひ
と
つ

葉
樹
の
葉
が
ま
だ
茂
っ

て
い
な

J

V

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
、
野
鳥
を
守
い
の
で
、
野
鳥
の
観
察

(
パ
l

へ

V

る
た
め
の
行
事
で
す
。
ド
・
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
)
が
し
ゃ
-
~

日
本
で
は
五
百
十
種
も
の
野
す
い
上
に
、
野
の
花
も
楽
し
め

V

山
鳥
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
乙
ま
す
。

.
H

の
時
期
は
、
野
鳥
と
親
し
む
に
愛
鳥
週
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
J

九
は
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
メ
イ
・

ツ
バ
メ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
ン
行
事
は、

五
月
十
日
に
広
島
へ

.・

夏
鳥
も
い
ろ
い
ろ
見
ら
れ
ま

す

県

の

県
民
の
森
で
環
境
庁
、

・
・
し
、
南
の
方
で
冬
を
過
ご
し
、
(
財
)
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
な
ど

v

ハ
シ
ベ
リ
ア
方
面
に
繁
殖
の

た

め

の

主
催
で
行
わ
れ
る
「
全
国
野
ザ

九
の
旅
を
す
る

4

旅
烏
タ
た
ち
が
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」
で
、
今
年

r

-
日
本
に
立
ち
寄
っ
て
い
く
姿
も
の
テ

1
7
は
「
育
て
よ
う
野
鳥

H

V

見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
日
本
で
の
歌
う
村
や
都
市
(
ま
ち
)
」

!
i
i
i
i
l
l
i
1
11
1
1ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー

ζ
E
E
BE

B

E

E

-

-

E

-

眠

ijF
t
Ja-E

・E・--E
・E・--

F
一九

ー一章一]則
圃
圃
圃
・
・
・
圃
・
・
愛
鳥
週
間
は
昭
和
二
十

V

官

F
F

比一馳凶・
・・・・・
F

‘.. 

ニji
u闘
輔

副

闘
副
・
一
一
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
一

w
.6z------・た
。

当

初

五
月
十
日
を
パ

一
i
j
r

一一対
地

翻
噛

司

圃

・

!

?

?

と

す

る

一

日

い

す
込

F
詰

魁
盟
醸
持

圃
・
園
だ
け
の
行
事
で
し
た
が
、

三
時闘
覇
軍
司

主
計
画
眠
時
誕
繭
歯
固

F
島
田
匡
昭
和
二
十
五
年
か
ら
現
在

v

mww韓
首

盟

国

・

の

よ

う

な

週

間

行

事

に

な

い

H

E
SE
E
P
-
E
E
-
-
E
F
H

り
ま
し
た
。

9
時
特
分

1η
時
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りおおむ市政だより(9) 

※ 

四
季
の
花
で

融

資

-
中
小
企
業
接
興
資
金

短
期
資
金

市
内
の
中
小
企
業
の
健
全
な
発

展
に
資
す
る
た
め
、
市
が
原
資
を

市
内
各
金
融
機
関
に
預
託
し
て
、

低
利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者
市
内
に
住
所
ま
た
は
庖

舗
を
有
し
、
同
一

業
種
を
一
年

以
上
経
営
し
て
い
る
人

運
転
資
金

内
限
度
額
〕
五
百
万
円

〔
貸
付
期
間
〕
三
年
以
内

〔
金
利
〕
年
六
・
七
%

〔
保
証
料
〕

0
・
九
八
Mm

〔
取
扱
金
融
機
関
、一
市
内
各
銀
行

鈴

団

地

区

心
が
な
ご
も

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

帆
弘
行

吋一刻一一十

-ア安
飼
育考資曲

同
一向+A' 

臼
H

白
円毎詮

備
資
金

〔限
度
額
〕
五
百
万
円

〔貸
付
期
間
〕
五
年
以
内

〔
金
利
〕
年
七
・

O
労

〔保
証
料
〕
0
・
九
八
労

〔取
扱
金
融
機
関
〕
市
内
各
銀
行

短
期
資
金
商
品
の
一
括
仕
入
れ

人
件
費
の
支
払
い
な
ど
、
短
期

的
に
必
要
な
と
き
、
ご
利
用
下

さ
い
。

〔限
度
額〕

三
百
万
円

〔貸
付
期
間
〕

一
年
以
内

〔金
利
〕
六

・
五
%

〔保
証
料
〕
0
・
三
労

〔取
扱
金
融
機
関
〕
大
村
信
用
組

A
ロ

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
観
光
課

へ

の

簡

易

水

道

が

完

成

市が2カ年継続事業で建設してい

10日に地区の人たちが記念碑の除幕

などを行与て完成を祝いました。

総事業費は 2億5000万円で、給水人

口が1200人、 1日最大給水量が 320

た鈴田地区の簡易水道が完成、 4月

試

験

-
技
能
検
定
(
前
期
)

受
付
期
間

五
月
二
十
六
日

t
六

月
五
日
ま
で

dとなっています。

職
種

園
芸
装
飾
、
造
園
、
製
鋼

鋳
造
、
機
械
加
工、

放
電
加
工

金
属
プ
レ
ス
加
工
、
板
金
、
鉄

工
、
仕
上
げ
、
工
具
研
削
、
製

材
の
組
立
て、

電
子
機
器
組
立

て、

電
気
機
器
組
立
て
、

船
舶

ぎ
装
、
建
設
、
機
械
整
備
、
婦

人
子
供
服
製
造
、
紳
士
服
製
造

木
工
機
械
調
整
、
木
型
製
作
、

木
工、

製
版
、
印
刷
、
石
工、

ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
、
陶
磁
器
製
造
、
と
び

左
官
、
築
炉
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

畳
製
作
、
タ
イ
ル
張
り、

防
水

施
工
、

床
仕
上
げ
施
工
、
サ
ッ

シ
施
工
、

貴
金
属
装
身
具
製
作

表
装
、
塗
装
、
塗
料
調
色
、
広

告
美
術
仕
上
げ
、
写
真

試

験

〔

実
技
〕
七
月
四
日

t
九

月
三
十
日
ま
で
の
う
ち
協
会
が

指
定
す
る
日

〔学
科
〕
八
月

二
日
、
九
日
、
二
十
三
日
の
う

ち
協
会
が
指
定
す
る
日

合
格
発
表
十
月
十
六
日

※
合
格
者
に
は
一

級
、
二
級
の
技

能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す

(
(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)

一

農

地

に

関

す

る

こ

と

は

一

一

農

業

委

員

会

へ

一

-

農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
四
条
の
許
可
)

一

一
農
地
と
は
、
耕
作
の
目
的
に
供

③
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的

一

一
さ
れ
る
土
地
を
言
い
ま
す
。
農
(
宅
地
な
ど
)
に
売
買
、
賃

一

一
地
は
、
土
地
登
記
簿
の
地
目

が

借

な

ど
の
権
利
の
移
転
、
設

一

一
日

・
畑
と
記
載
さ
れ
て

い

る

か

定

す

る
場
合

(農
地
法
第
五

一

一
い
な
い
か
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ

条
の
許
可
)

一

一
る
も
の
で
な
く、

土
地
登
記
簿

④
農
地
法
施
行
前

(
昭
和
二
十
一

一
で
宅
地
や
原
野
雑
種
地
と
な

っ

七
年
十
月
二
十

一日
)、
に
農

一

一
て
い
て
も
、
耕
作
の
目
的
に
供

地
以
外
の
目
的
に
供
し
て
い

一

一
さ
れ
る
土
地
で
あ
れ
ば

農

地

に

る

場

合

(非
農
地
証
明
)

一

一
な
り
ま
す。

⑤
水
田
や
畑
を
耕
作
の
合
理
化
一

-

こ

の
よ
う
な
土
地
を
売
買
、

の
た
め
埋
立
て
な
ど
を
し
て
一

一
賃
借
し
た
り
転
用
す
る
と
き
は

利

用

す
る
場
合

(造
成
届
)
一

一
次
の
許
認
可
な
ど
を
受
け
、
農

※
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

一

一
地
法
違
反
と
な
ら
な
い
よ
う
注

の
売
買
、
賃
借
に
よ
り、

権

一

一
意
し
て
下

さ

い

。

利

の
移
転
、
設
定
す
る
場
合
一

一
①
農
地
を
農
地
と
し
て
売
買
、

や

用
途
地
域
内
の
農
地
を
売

-

一

賃
借
な
ど
に
よ
り
権
利
を
設

っ

て
農
用
地
に
買
換
え
る
場

一

一

定
移
転
す
る
場
合

(農
地
法

合
は
、

説
制
面
や
資
金
面
で
一

一
第
三
条
の
許
可
)

優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

。

一

-

@
農
地
を
所
有
者
自
ら
農
地
以

※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
へ

一

一

外
の
目
的
(
宅
地

な

ど

)

に

一

一

転
用
す
る
場
合

(
農
地
法
第

一

※
詳
し
く
は
県
職
業
訓
練
課

(
雷

長
崎

@
l
六
四
五
四
)
ま
た
は

県
職
業
能
力
開
発
協
会

(雷
長

崎
@
l
四
三
七
五
)
へ

(商
工
観
光
課
)



(10) 

印
か
ん
を
持

そ

の

龍

っ
て
届
け
出

り

いを
。し

て
下
さ

-
被
爆
者
諸
手
当
の
受

給
者
は
所
得
税
額
の

届
け
出
を

な
お
、
各

おお む

出
張
所
で
も

受
付
け
ま
す

の
で
、
お
近

く
の
出
張
所

被
爆
者
で
特
別
手
当
、
保
健
手

当
、
健
康
管
理
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
毎
年
五
月
中
に
所
得

税
額
の
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
五
月
三
十
日
ま
で

に
福
祉
課
の
窓
口
へ
手
当
証
書
、

(
福
祉
課
〉

市政だより

へ
お
出
か
け

下
さ
い
。

出 張所での受付日程

月日|場 所 受 付時 間

5月6日!三浦出張所 9:00"""11:00 

鈴田出張所 13:00"""16:00 

5月7日 萱瀬出張所 9:00"""11:00 

福重出張所 13:00"""16:00 

5月8日 松原出張所 9:00.......11:00 

5月11日 竹松出張所 9:00.......16:00 

|5月121西大村出町目。。

9:00.......16:00 

-
大
村
史
談
叩
号
刊
行

" 

内
容
大
村
純
伊
文
明
六
年
敗
戦

記
事
の
虚
構
性
、
少
年
使
節
た

ち
を
導
い
た
人
、
大
村
地
方
の

原
始
・
古
代
概
観
、
鈴
田
史
話

(
四
)
古
代
の
部
大
村
郷
と
鈴

田
、
志
田
三
郎
に
つ
い
て
、
大

村
藩
主
の
江
戸
参
勤
と
彼
杵
宿

伊
木
力
み
か
ん
二
百
年
祭
に
招

か
れ
て
、
渡
辺
昇
・
斎
藤
歓
之

助
・
徴
神
堂
、
二
代
目
紀
内
要

兵
衛
の
旅
日
記
、
中
尾
静
摩
日

! 5月13日|

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

五

十

枚

マ

わ

か

ば

保

育

園

H

一

器
楽
演
奏

マ
三
水
会
(
林
友
一

マ
井
手
洋
(
西
三
城
町
・
亡
母
千
四
百
二
四
円

和
ほ
か
六
人
)
皿
う
ど
ん
五
十
一

一

香

典

返

し

敬

称

略

キ

ミ

)

大

村

市

母

子

福

祉

連

合

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

五
人
分

マ
久
須
シ
ズ
(
諏
訪

一

会

へ

十

万

円

マ

赤

水

清

春

(

本

町

二

丁

目

)

一

社

会

福

祉

協

調

会

へ

一

丁

目

)

さ

ら

し

三

反

マ

出

一

体

育

振

興

事

業

へ

大

村

子

供

の

家

へ

二

万

三

千

五

一

マ

山

崎

彦

玖

郎

(

木

場

一

丁

目

口

ウ

タ

(

小

路

口

町

)

プ

ロ

ッ

-

マ

浜

崎

登

起

代

(

松

並

二

丁

目

百

三

十

九

円

マ

小

玉

永

義

-

一

・

亡

母

ミ

ト

)

十

万

円

マ

藤

コ

リ

1
九
・
五
キ
ロ

マ
若
草

一

・
亡
夫
真
澄
〉
十
万
円
(
今
富
郷
)
慈
恵
荘
へ
五
万
円

一

川

仙

一

(

上

諏

訪

町

・

亡

妻

ケ

民

踊

子

供

会

(

早

川

淳
子
ほ
か
一

み

か

ん

十

五

キ

ロ

、

卵

二

十

キ

一

ロ

一

イ

)

五

万

円

マ

原

道

子

(

富

-

鑑

寄

付

敬

称

略

二

十

五

人

)

民

踊

マ

さ

く

ら

-

一

の

原

一

丁

目

・

亡

叔

母

松

尾

ミ

会

(

今

里

ツ

タ

子

ほ

か

十

五

人

)

一

文

化

基

金

へ

清

和

国

へ

一
ス
)
一

一万

円

マ

寺

坂

政

喜

民

踊

、

み

か

ん

十

八

キ

ロ

、

運

一

マ
大
村
歯
科
医
師
会
(
十
七
人
)
マ
田
中
孝
尚
(
西
教
寺
住
職
)

一
(
沖
田
郷
・
亡
父
喜
代
作
)
二

三

十

四

万

円

法

話

マ

西

教

寺

仏

教

婦

人

会

動

会

賞

品

二

十

点

マ

恵

川

い

一

一
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

H
民
踊
、
み
か
ん
三
十
八
キ
ロ
づ
み
(
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
専
一

一

社

会

福

祉

協

話

会

へ

預

託

-

マ

横

田

肇

(

池

田

一

丁

目

)

八

は

っ

さ

く

十

一

キ

ロ

、

タ

オ

ル

属

)

歌

謡

-
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録
(
八
)
、
長
与
俊
達
の
歩
ん

だ
道
、
西
彼
大
島
・
崎
戸
探
訪

記
、
史
談
会
一
年
の
歩
み

頒
価
千
円
送
料
二
百
円

申
込
先
市
立
史
料
館
内
大
村
史

談
会
(
武
部
郷
三
二
三
l

て

振
替
長
崎
三
九
二
)
、
社
会
教

育
課
内
史
談
会
係
(
現
金
引
換

え
の
み
)

※
現
金
引
換
え
ま
た
は
振
替
、
現

金
書
留
を
ど
利
用
下
さ
い
。

-
自
動
車
税
の
納
付
は

お
早
自
に

自
動
車
税
の
納
期
限
は
六
月
一

日
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
、
余
分
な
負
担

と
な
り
ま
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で

に
お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
、

信

用
金
庫
、
農
協
な
ど
へ
納
め
て
下

さ
い
。住

所
を
移
転
さ
れ
た
人
で
、
納

税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

新
住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
封
書
式

(
従
来
は
窓
あ
き
封
筒
)
の
納
税

通
知
書
に
変
り
ま
し
た
の
で
開
封

の
際
ご
注
意
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
諌
阜
県
税
事
務
所

(
曾
諌
早
③

1
0
0

一O
)
へ

(
税
務
課
)

(~晴ノ 釘\ 5月は軽自動車税の納期です ! 
\~1-æ~o品/
¥a山間f 納期内に納めましよう

人⑨却/ 税務課 l 
Jjzl J  J 
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